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研 究 主 題

コミュニケーシ ョン を積極的 に 図ろ うとす る態 度 を育成す る指導 の工 夫

1研 究 主 題 設 定 の 理 由

ここ数年,我 が国 では今 だか つて経験 した ことの ない速 さで国際化が進ん でいる。 そして

国際化 に合 わせ て,コ ミュニ ケーシ ョンの手 段 と しての外国語,特 に英 語への社会 の関心が

高 まっている。 それに加 え,学 習指導要 領 も改 訂 され,そ の ね らいの一 つ として 「コ ミュニ

ケーシ ョン能 力の育成 」が重視 された。 また,AETの 導入 も今 までの英 文訳読,文 法中心

の指導 の見直 しと 「コ ミュニケ ーシ ・ン能 力の育成 」につ いて考え るよい機 会 となつて いる。

今,様 々な ところで,国 際社会 に必 要 な 「使え る英語 」とい う視点 か ら,今 までの学校 で

の英 語教 育への見 直 しが強 く求め られてい る。今 までの教師主導型の 指導 では,「 使え る英

語 」が身 に付 きに くい,英 語への 「興味 ・関心 」が 中学生 の うちか ら薄 らいで しま う,な ど

の反 省点 が挙 げ られ る。

このよ うな状況を考 え合わせ,本 年度 は 「 コミュニケ ーシ ・ン 」にポイ ン トを置 き研究す

ることに した。 「コ ミュニケ ーシ ・ンとは何 か。」「何 を どのよ うに教 え れば,コ ミュニケ ー

シ ョン能力が身に付 くか。」などの話 し合 いを しなが ら,さ らに焦点 を絞 って い った。新学習

指導 要領 の基本方針 の一 つに 「自已教 育力の 育成 」が 挙げ られてい るが,こ の意欲を もった

主体的 な学 習の仕方 とい う点 も今 までの 指導の反省 か ら,ク ローズ ・ア ップ しなければな ら

ない,と 考 えた。 そこで.基 礎 ・基本 を身につけ させ るとともに,積 極的 に コ ミュニケーシ

ョンを図 ろうとす る態度 を育成 できれば,コ ミュニケ ーシ ョン能 力を身 に付 けるこ とに もつ

なが るだろうと考 え,上 記の主題 を設定 した。

本研究 を進 め るに当た り,下 記の よ うに三分科 会に分 かれ,そ れぞれ の仮説を設定 し,そ

れを実 証す るため に実 践を繰 り返 した。

第1分 科会:普 段の授業 の中で生徒が英語を使 わなければな らない場 面を多 く設定す れば

コ ミュニケ ーシ ョンを積極的 に図 ろ うとする態度 を 育成 で きるであ ろう。

第2分 科 会:授 業 において,生 徒同士 で英語 を 「聞 く」「話す 」場 と量 を多 くす れば,コ

ミュニケーシ ョンを積極的 に図 ろ うとす る態度 を育成で きるであ ろう。

第3分 科会:AETと のTeamTeachingを 授業 の中で効果 的 に行 い,生 徒が 直接外 国

人 と英語で話す機会を 多 くすれ ば,コ ミュニケーシ ョンを積極的 に図 ろうと

す る態度 を育成 で きるであ ろう。
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∬ 研 究 経 過

16名 の研究員の総意で研究主題を決めて以来,各 自が研究 と実践を繰 り返 し,お 互いに刺

激 し合 う中で,実 り多 き活動ができた。

総 会 一 多摩教育研究所14:30～

(4月13日)研 究員委嘱 事業説明 年間予定 自巳紹介 世話人選出

第1回 月例会 一一一港区立高陵中学校14:00～

(5月12日)研 究主題 ・内容決定 研究の進め方の検討 三っの分科会決定

第2回 月例会 一 世田谷区立池尻中学校13:25～

(6月11日)研 究授業(本 多敏幸教諭)研 究協議 仮説の検討 研究構想 実態調査

第3回 月例会 一 江戸川区立葛西第三中学校13:25～

(6月26日)研 究授業(菅 原幸子教諭)研 究協議 先行研究 基礎研究 調査の分析

第4回 月例会 一 新宿区立落合第二中学校10:00～

(7月28日)研 究内容 ・方法の具体化 指導計画の作成 指導案の検討

御岳研究集会 一 青梅市御岳山宿坊
り

(8月20日 ～22日)問 題点の整理 ・検討 研究内容 ・方法 ・仮説の再検討 指導案の検討

第5回 月例会 一 八王子市立第七中学校13:25～

(9月14日)実 証授業(松 尾光洋教諭)研 究-協議 研究内容の実践 ・検証

報告書 プロッ ト作成 執筆分担

第6回 月例会 一 府中市立府中第四中学校13:25～

(10月6日)実 証授業(小 柳隆教諭)研 究協議 研究内容の実践 ・検証

報告書執筆内容検討

第7回 月例会 一 墨田区立鐘淵中学校13:40～

(10月27日)実 証授業(石 鍋浩教諭)研 究協議 研究内容の実践 ・検証 原稿検討

第8回 月例会 一 目黒区立第九中学校14:00～

(11月24日)原 稿検討 ・提出 補助資料の準備

第9回 月例会 東久留米市立下里中学校14:00～

(1月18日)発 表会準備 指導案検討 補助資料の検討 係分担

研 究 発 表 会 一 新宿区立落合第二中学校13:30～

(2月4日)公 開授業(野 瀬博教諭)研 究発表 研究協講 反省会
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第1分 科 会

1研 究 の仮説 とわ らい

第1分 科会 では,研 究主題 『 コ ミュニケ ーシ ・ンを積極的 に図 ろ うとする態度 を育成す る

指導法 の工夫 』の仮 説と して 『普段 の授業 の中で生徒が英 語を使わ なければ ならない場面を

多 く設定 すれ ば コ ミュニケ ーシ ョンを積 極的に図 ろ うとす る態度 が 育成 できるであろう。』 と

考え た。

従来 の私 た ちの授業 では文法事項 の説明 と訳読,そ の定着を図 っての練 習問題 に学習の重

点が置 かれ て きた。教師 も生徒 もいか に文法的 誤 りを おか さないよ うにす るかに最大の関心

を払 って きた とも言え る。 英語を文法 知識 として と らえて も,英 語が コ ミュニケ ーシ ョンの

手段 と して実際 に使われ ることが少 なか った。 例 えば,英 語の授業 なのに ほとん どが 日本語

による文法 の説明や 訳読 中心 で,唯 一 聞 こえて くる英語 は生徒 の コー ラス リーデ ィングだけ

とい うよ うな極端 な例 もあるか もしれ ない。 そこには英語 を使わ なけれ ばならない場面 は見

られ ない。

私 た ちの考 え る英語を使わ なければな らない場面 とは,① 互 いに 自分が知 らない情 報を相

手が知 ってい るとい う『コ ミュニケ ーシ ・ン ・ギ ャップ 』の考え方 と,② そ うした情 報を ワ

一 ク ・シー トなどに記入す るなどの課題 を完成 させ るとい う 『タスク』の二 つの要素か ら成

り立 つ疑似 コ ミュニケ ーシ ョンであ る。 す なわ ちこの疑似 コ ミュニケーシ ョンの場 を普段 の

授業 の中で多 く設定 す る ことによ って生徒 は必然的 に英語で コ ミュニケーシ ョンをす ること

に慣 れてい くだ ろうと考 えた。

この仮説に基づ き授業 をするに当た って,ま ず コ ミュニケーシ ョンの4技 能 と言われ る,

「聞 くこと 」「話す こ と 」「読 む こと 」「書 くこと 」の4領 域 それ ぞれにおける疑似 コ ミュ

ニケーシ ・ンを取 り入れた 言語活動 を考え.そ れ らを授業 の ウォーム ・ア ップ,導 入部,展

開部,ま とめの部分にふ りわけ授業展 開の どの場 面 に設定 す るのが 効果的 かを考 えた。

これ らの 言語活動 は便宜的1こはそれぞれ四つの独立 した領域 に分 け られるが,そ の中のい

くつかは単一 の技能の練習 に終 らずい くつかの技能 の 関連 した練習 にな ってい る。 なぜ なら

ば私 たちは 日常,「 聞 く 」とい う行為 を行 うと して も,た だ聞 くだけ聞 いて その人 と別れて

しま うことはめ ったに な く,そ の話の合間に質問 を する とか,場 合 によ って はメモを取 るな

どの行為を行 うか らであ る。 こうした 自然 な コ ミュニケ ーシ ョンに なるべ く近づけた疑似 コ

ミュニケ ーシ ・ンの場を学 習者 の レベル とその と きの学習 目標 を考 え なが ら,実 際の授業 に

取 り入れ て検証す ることに した。
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2研 究 内容

(1)用 語の定 義

研究 を始め るにあた り,ま ず,「 コ ミュニケ ーシ ョン 」「コ ミュニケーシ ョン能力 」「積

極的に コ ミュニケ ーシ ョンを図 ろ うとす る態度 」の定義を した。

ア コ ミュニケ ーシ ョンの定義

「コ ミュニケ ーシ ヨン 」とは話 し手 と聞 き手の間の意思伝達 とと らえ た。 人間の行 うコ

ミユニケ ーシ ・ンは,下 図 のよ うに,言 語的 手段 による もの と,非 言語的手段 による もの

に大 き く分け られ,ま た,言 語的手段 は口頭 と筆記 に分 け られ る。 更に,話 し手 と聞 き手

の関係 で 言 うな らば,個 人 間,集 団内,異 文化 間等 と多岐 にわたる。

… 畑}[:∴ 二AuJ

al:轟難 羅1)
イ コ ミュニケ ーシ ョン能 力の定 義

コ ミュニケ ーシ ・ン能 力の定 義を ,Sandra工SavignonのCommunicativeCom‐

petence:TheoryandClassroomPracticeに おける定義 に従 った。(1)Grammatica1

Competenca(文 法の能 力)(2}SoclolinguisticCompetence(言 語を適切 に使用 す

る能力)社 会的 な場 面,人 間関係,聞 き手の社会的 ・文化的 背景を考慮 して 言語を使用 す

る力(3)DiscourseCompetence(談 話構成能 力)孤 立 した文を作 るので はな く,文 の

つなが りの 中で 言語を使用 す る力(41StrategicCompetence(コ ミュニケーシ ョン方策

の能力)話 し手が表現 で きなか った り,聞 き手が理解 で きなか った時,別 の 言葉 にお きか

えた り,や さ し く言いか える等 の方策

ウ 積極的 に コ ミュニケ ーシ ョンを図ろ うとす る態度の定 義

積極 的に コ ミュニケ ーシ ョンを図 ろ うとす る態度 とは,進 ん で 自分 の気持 ちや意見 を伝

えよ うと した り,相 手の気持 ちや 意見を理解 しよ うとする態度 であ る。 これ は,従 来の学

習態度 や授業 態度 と区別 して考 え るべ きもので ある。積極的 に コ ミュニケーシ ・ンを図 ろ

うとす る態度 は,生 徒が話 し手 に対 して,ア イ ・コンタク トを とってい るか,聞 き返 そ う

としてい るか,疑 問点を解 明 しよ うと してい るか,相 手 の 言葉 に素速 く反応 しよ うと して

い るか,教 師 の 指示を待 って行動 するの では な く,生 徒か ら進ん で発 話 しよ うと してい る

かにあ らわれ るもの と考 える ことが で きる。
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{21言 語活動一覧表

以下の表は,「 生徒が英語を使わなければならない場面 」で使用できる言語活動を表にし

たものである。あまり準備を必要とせず,所 要時間も10分 前後のものとした。

言語活動名 形 態 内 容 留意点 ・領域

HangMan T‐Ss

S‐Ss

既 習単語を使 い,競 い合 う。 前時の復習に利用

W

ワンポ イン

ト英会話

全 員 NHK「 とっさの英会 話 」などの ビデオを見 て

復 唱

L-S

リズム練 習 全 員 短い文をテ ープに合わせて,リ ズ ミカルに復 唱

イン トネーシ ョンに注意 す る。

L,R

リス ニ ン グ 全 員 電話番号 など,あ まり文法知識 の必要ない英語

の聞 き取 り

英語の 自然 な速 さ

に慣 れ させ る。L

間違い捜 し T‐Ss 簡単な絵を配布 し,不 自然な所を,英 語で指摘

する。他の生徒の発表を聞 き正誤を確認する。

LS

映画鑑賞 全 員 映画 のせ りふ で既 習の文を聞 き取 った り,途 中

で止め,後 のせ りふ を推測す る。

身近 な題材を効果

的に使用。L

誰で しょう T‐Ss

S--Ss

InformationGapを 使 った表 を 見 て 誰 の こ

とか 当 て る。

LS

単語当てデ

ー ム

T‐Ss 教 科書のKeyWordに 関 する ヒ ン トを英語で与

え,語 を当て る。

L

お見合い S-S

全 員

い くつかの情報を書 いた紙を1枚 ずつ配 る。 自

分 の情 報 と同 じ相手を捜す。Information

Gapを 使 った イ ン タ ビ ュ ー ・ゼ ーム

LS

ス キ ツ ト ペ ア

T‐Ss

何組かが発表 して,他 の生徒はその内容につい

て教師とQ&A

大 きい声 で発表 さ

せ る。L・S,W

サイン収集 全 員 質問 を書 いた カー ドを他 の生徒に回す。 回 って

きた カー ドの 質問 にYesの 生徒 はサイ ンす る。

1番 多 くサイ ンを もらった生徒が勝 ち

WのQ&Aを 通 し

て,工nformation

Gapを 埋 め る。

英語 カルタ 班対抗 読 みあげ られ た英文 に合 った カル タを とる。

生徒 が英文を作 って,読 みあげて もよい。 LS,VV
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フ ォ ー ・ コ

ー ナ ー ズ

4人 組 教室の四隅にはられたそれぞれ情報の異 なる4

枚の掲示か ら,4人 が一人ずつ,必 要な情報を

集め,情 報交換 しなが ら表を完成する。

information

Gapを 利 用 し,4

技 能 を総 合 した 活

動

レッス ンの

内容確認

T‐Ss レ ッス ン全体を通 した 内容 に関す る質問表を,

英文を聞 いて埋め る。複数解答 か ら選択す る。

レ ッス ンの まとめの活動

ク ラスの実態 に応

じ,質 問 をプ リン

トす ればR・W,L

紙 芝 居 s‐ss マンガや絵の内容を英語で説明する。 L-S

※L:聞 くことS:話 す ことR:読 む ことW:書 くこと

英語 カル タ ・使用 カー ド例

芝一

間 違 い 捜 し ・ワー クシ ー ト例

ノ

z

欝
国

藷

O
r^))
冷

博
鋼

1献"

鱗
"

論
耀

WHAT3SWRONGW[TH

し

4

THE

This

PECTURES?

hen has

hen

leR

・犠 、

The bal1 i5

ball

big

boy

r/a

讃 ㌧ 一一

辱

r-
、

The .・

dog

horse

f88t
r7

-・ 一_rア ー・
ノ

)㌧ 一

_'`・ ・.(ρ
"C眩

He

swim

clotheS

勝'i峯 で
函

一!い 一ノ κ
一

※ 実際 の枚数 は もっと多 い。1枚 ずつ切 り離 して使 う。
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(3)指 導例

第1学 年

① 教材TOTALENGLISHlLesson6「 は じめ ま してJack」

② 指導の ね らい ア3人 称 のbe動 詞 を使 って,第 三者の名前 ・職業 ・年 齢 などの紹 介が

で きるよ うにす る。

イ 所 有格 の代 名詞 や所有を表す表現を理解 し,使 用 で きるよ うにする。

③ 指導内容

〈1>誰 の ことで しょう

2名 の生徒 を指名 し,1名 に カ ー ドを渡 し発表 させ る。他 の1名 に は通 訳 をさせ,一 般生

徒 には情報 を ワークシー トに記入 させ る。

生徒Alあ る人物 に ついての情報(名 前 ・職業 ・年齢 ・国な ど)が 記 された カー ドを見て,

皆 に紹 介す る。

生徒B:Aが 話 した英語を 皆に通訳す る。

一般 生徒:通 訳 を確認 しなが ら指定 の用紙に情 報を記入 してい く。

tbt.i● 鯉 恥5h●i.～ の

(Ikl)

鵬 ●■;Joho

)ob:.tuacgc

eke:17

oo胆t=7;Canada

』ohb7;s■i巳 ●i鴨`

《臨4⊃

■●鵬=L魑07

job=亀 鱒6h・r

eke:31

60馴 題try=ロS4

hohb7=cookie=

(112)

◎●髄:Zile

job:doctor
h

叩●;36

conntrr:Cer馳a7
←

hobby:5k五 且ns

(Ma5)

鵬 ■o=C畠r豊08
"h

Job:,01二 〇鯛o臨

●`●=42

oo曝otr7:Sp巳io
,Hけ

bobby:books

Fillintheblankboxes

酷ME JOHN MlKE CHAN LUCY MIHO

(Nn3)

貼go=Chen

loh:nurse

ale:28

JOB 隔騒【8棲cou臨c町:Chio畠

ASE 訪《h6}

仙

馳 購:置iho

COUNTRY 畑 c』iI瞳 」細 巳馳

I

I

:

l
I

ト

job:sisjer
→

｠=e:20

eouctry:Japen

HOBBY 闘iロ 五廻 o●ok壇 {hobby:附5ic

曲`隔10,重 で

〈2>フ ォー ・コーナーズ

前時で学習 した文 を使い,4人 グループをつ くり,一 人ずつ教 室の四隅 には られ た情 報 を

読ん で交換 しなが ら,ワ ー クシー トを完成 させ る。
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【1】次の4枚 の絵についZの 英文の説明が教室の四隅に張ってあります。四人グループを作
り、分担して下の英語の 部分に入る答えを読みとって来よう。それぞれの
調べてきた答えを聞き 一 記人しなさい。

縛
MynameisMynameis

IamsIams -一 一一一一一「r
riend.一 一一一一一一一rrlend.

IcomefromIcomeFrom

Ispeak _Ispeak

YlikeILike

第3学 年

①教材TOTALENGLISH3Lesson4

② 指導のね らい ア 物語全体 の概要や要点 を読 み とる。

イ 現在完 了形 な どを含 む文 を用 いて,積 極的 に コ ミュニケ ーシ ・ンを

図ろ うとす る態度 を養 う。

③ 指導内容 アLesson4囚 ～[D「 白魔の悲劇 一 ス ゴッ ト南極探 検隊 」

イ イ ンタ ビュー ・ゲ ーム

現在完了(完 了 用法)のQ&Aを 通 して 自分の もって いる カー ドと同 じ相手 を探す。

(時 間は3～5分 程度)

Le† βplay+he正n+eドvlewGame～

`例,A:Haveyoueaten
.dinnerye+?

BrY色5,工 』AVC.(卜b,1}りWεn鴫 十)

Havey。UWα+・h・dBa・k㌔ 伽 ∫・+urn?

A=甑 王have.(No.l

youfinish,撫)7apa,,SC._』?

B:謝 晶

侍曾・・」鰯 ・myParty・rR

①

②

③

Ru量es

YoumustspeakEnglish・

Askyourclassmatesquestions

inEnglish

Writetheanswersinyour

notebookoronyourcard.

f

・eatenlunc』
. eひ+enlunch.

wa+ched鯨en3.
・w〔 λヤもhedFook

.

・デ
1函shedyour

E・gli軸 ・m・w。・k 穐 〒錦d諜w.rk.

・eatenlunch
.

・ea十eハ 』骸eひk棄 λ雪十
.

・wひ+にhヒd臼
.

・Woヤ 、hedAll,い3
.

finishedyour ・デi・1・」・d>。 叶

三・gli・hh・m・w・ ・k・ E・91.・・hh・m・W。 ・k.

・ea+e日Uh`h .
・eaヤcnbレeakfasi:

・WA+、 嘱Al;en3 、
・w{λ 十chヒdFook

.

・f・ ・i・ト・JY。u・

mひ+hh。mewoレk.

77;niShed

mathh。yourMmew。 レに
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5成 果 と改 善点

個 々の授業 で,研 究 主題 とその仮 説に基 づいた指導 案を立て,実 践 して い く中で,研 究 主

題 と関連す る部分 において,教 師 ・生徒両方 の立場 か らどの よ うな成果が あ らわれて きたか。

また,そ こに残 され る問題点 などを考 えてみた。

まず教師 の側か らは,限 られた授業時数 の中で も,教 師の創意工夫 で十分研究 主題 にそっ

た授業が で きることが分 か った。 英語の授業 を単 なる知識 の伝達 に とどめ るの ではな く,あ

くまで も コ ミュニケ ーシ ョン能 力を高 め るための もの と考 えるな らば,授 業 の スタイルもか

な り変 わ って くる。教師 は生徒 に英語の知識 を与 えるの ではな く,生 徒 にいか に積極的に コ

ミュニケ ーシ ョン活動 を させ るかが重要 にな って くる。 いわば実技 指導者的 な立 場 である。

その ような教 師 自身の発想 の転換が必要 に なって きた。 また,英 語の授業 で英語 を多 く使用

す るとい う,至 極当然 のこ とを,教 師 ・生徒双 方が納得 で きるようにな った。

次 に生徒の側か らは,コ ミュニケ ーシ ョン活動 を取 り入れ ることによ って,ペ ーパ ーテス

トで能力 を示 さない生徒 も積極的 に参加 し,授 業 に活気が 出てきた。 また絵や視聴 覚教材 を

使った り,ス キッ トや ペ アワー クな ど生徒の主体的 活動 によ り,授 業 をお もしろい と感 じる

生徒 が増 えて きた。生 徒 自身 も様 々な活動 を通 して,英 語を コ ミュニケ ーシ ・ンの手段 と し

て と らえるよ うにな った と言 え る。 コ ミュニケーシ ョン中心 の授業 では生徒 も生 き生 きと し,

英語 に対 す る苦手意識 が減 って きたよ うに思 う。

しか し問題点 も多 く残 されて いる。 コ ミュニケ ーシ ・ン活動 中心 の授業 で は,文 法事項の

定着 や英文を じっ くり読ん だ り,き ちん と音読す ることが お ろそかに な りが ちなの で,こ の

点 を十分注意 して,バ ランスの とれ た指導計画を立 て る必 要が あ る。 また,文 法事項の 説明

と訳読,そ の定 着を図 っての練 習問題 に学 習の重点 が置 かれていた従来の授 業の スタイルに

慣れてい る生徒 にと って,コ ミュニケーシ ・ン活動 重視 の授業 に対す る拒否反応が 見 られた

りす る。 そ して,文 法事項 についての 知識 を試 す ことに終始す るよ うな学力考 査が 、現実問

題 と して存在す る ことも考慮 していか なければ ならない。

現在,外 国 人英語 指導 員が ほとん どの学校 に導 入 されてい る中で,新 しい英語教 育の流れ

が現場に根 づ きつつあ る。教師 自身 も,言 語本 来の果 たす役割 である コ ミュニケーシ ョン能

力の育成 とい う観点 か ら,実 践的 な英語を生徒 に身 に付 け させ るべ く工 夫 してい く必要が あ

る。 その際・三年 間の見通 しの中で,コ ミュニケ ーシ ・ン能 力を高 め るための指導 を,ど の

時期 に,ど の程度行 うか とい った計 画性 を もってや らなければな らない。 また上 にあげたよ

うな問題 点にいかに対処 してい くかが今後の課題 であ る。
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第2分 科 会

1研 究の仮説 とね らい

仮説 「授業 において,生 徒同士で英語を 『聞 く』『話 す 』場 と量を多 くすれ ば,コ ミュニ

ケ ーシ ・ンを積極 的に図 ろ うとす る態度 を育成で きるであろ う。 」

「コ ミュニケ ーシ ョンを積 極的 に図 ろ うとす る態度 を育成す る 」ため には,語 い ・文法 な

どの基礎的 な知識を習得 させ るだけでな く,日 頃 か ら生徒 に学習 した英 語を実際 に使 って み

よ うとい う意 識を もたせ,そ れに慣 れ させ なければ ならない。 その ために は,教 師が 「聞 く

こと 」「話 す こと 」を中心 と した コ ミュニケ ーシ ・ン活動 の機会 を授業 中に多 く設定 し,生

徒の 発話 量を増やす ことが必要 となる。授業の 中で,教 師 と生徒 の英語 でのや りと りだけで

はな く,特 に生徒同士で英語を 使 う,ま たは使わ なければ な らない場 と量 を多 く設定 す るこ

とによ り,生 徒 が コ ミュニケ ーシ ・ンを図 ることに慣 れて くるの では ない だろ うか。 そ して

意欲 を もって活動 で きるよ うな雰囲気 も生 まれて くるの ではないだ ろうか。 以上 の理 由か ら

上記仮説 を設 定 した。

研究 を進め るに当た って,ま ずWarm-upと して何か で きないか と考 え た。授 業の初め に

聞 く・話 す ことを取 り入れる ことが で きれば.そ れが その あとに続 く授業 の中で,聞 く ・話

す活動 を容易 に,か つ活 発に させ ることに つなが ると考 えた。 さらに,毎 時間継続 させ るた

めに,授 業の進度 に関係 な くで きるもの とい うことで,ス ピーチを取 り入れ ることに した。

次に,授 業の展開部 で生徒同士 の聞 く ・話す量を増やすの に最 も適当 なの は,短 時 間で生徒

全 員が 同時 に活動 で きるペ ア ・ワー クだと考え,そ の場面設定 や方法 を工夫 し,実 践 してみ

ることに した。

また,仮 説の実証を 試み るひ とつの手 だて と して,ア ンケ ー ト調査を実施 した。

2研 究 内容

(1)ア ンケ ー ト調 査

ア 調査の ね らい

授業中 に生徒 同士の聞 く ・話す活動 を取 り入れてい る頻度 と,生 徒の聞 く ・話す活動 に

対す る関心,意 欲,態 度 との相関関係を調 べ ることに より,仮 説 の裏付 けを試みた。

イ 調査 の時期 と対象

調 査は平成4年7月,第2学 年担当英語科教諭 お よびその概 当生徒 を対 象に実 施 した。
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ウ 調 査の内容お よび結果

〔教師向 け 〕 回 答数25名

Q:あ なた は生徒 間で聞 く ・話 す活動(ペ ア ・ワー 久 スピーチ・ スキ ッ ト・ イ ンタビュ

ー活動 な ど)を どの程度,授 業 に取 り入れて いますか。

ほぼ毎回取 り入れている

ときどき取 り入 れている

ほとん ど取 り入れてい ない

まった く取 り入れて いない

4名

8名

10名

3名

0名

(調 査生徒 数418名)

675名)

1103名)

185名)

0名)

〔生徒向け 〕 回答数2381名(右 上参照)

Q1=あ なたは授業 で英 語を話す ことが積極的 にで きますか。

a:積 極的 に英語を 話す ことがで ab c＼di㈱

きます。 ア帆旋

b:先 生に言 われ た ら話 そ うと努 イ蝋

力 します。
ウ の生使

c:先 生 に言 われ て もなか なか話

工 の生徒

せ ません。

d:ま った く話 そ うとしません。

24.6 so_s 11.7

19.4 sz8 14.1

13.4 fi4.2 1fil

12.5 55.1 19.7 127

3.1

3.1

6.3

Q2:友 達 や先生や テープの英語を積極的 に聞 き取 ろ うとして います か。

a:い つ も積極的 に聞 き取 ろ うとlaib、G(%)

してい鶴 ア…[=正==38.5=コ4・4

b:と きどきは聞き取ろうとして イ…L=-5.3

い90-[-fi .1

c:聞 き 取 ろ う と 努 力 し て い ま せ 一'
エ の生1亀282598120『

ん 。
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Q3:街 で外 国人 に英語 で話 しかけ られた ら,あ なたは次の うち,ど の よ うな行動 を取 る

と思 い ます か。

a:多 少聞 き取 れ な くて も,積 極aibi。1(覧)
アの生旋58932388

的 に 話 を 聞 い て 答 え よ うとす1/〆1

る・ イ嚥

,535…,.35.5/110、

b:わ か ら なか った ら適 当 に断 る。 ウ・懐429420156

c:す ぐに その場 か ら離 れ る。 エ 。生綾345434221

Q4:列 車 内 で向 か い 合 わ せ の 座 席 に座 っ て い た ら,外 国 人が 前 の 座 席 に座 って き ま した。

あ な た は次 の う ち,ど の よ うな行 動 を取 る と思 い ます か 。

a:自 分 の 英 語 が 通 じるか ど うか:A・bic(『6)

話 し か け て み る。 アの蝋517胴185

b=そ の 外 国 人 に話 しか け られ れ イ・蝋83T23199

・:響 綴 呵:≒926.1
36.?

Q5:あ な た は次 の う ち,ど の 項 目 に一 番 興 味 が あ り ます か。

・:英 語 を使 って 友達 や 外 国 人 と …
。 …b;。 ・d…(%)

会 話 を す る こ と。 ア・蛾42.429.812.Ol5.8

b:一 を読む こと・ 圃38 .8E29.4后45〔17・3
,

c:,一,一一 使 つて外 国 の 人 と文通
一40 .71z5.516.01T.8

す る こ と 。:/'///・/:

エ の生斐31 .721.416.930.O

d:英 語 の 問 題 集 を 解 く こ と 。

工 調 査の まとめ

生徒 間で英語を聞 く ・話 す活動 は どの クラスで も取 り入 れ られてい るが,そ れ らの活動

を取 り入れ る頻度が高 い クラスの生徒 ほ ど,英 語を聞 いた り,話 した りす ることに積 極的

で ある。 これ は,英 語 を聞 いた り,話 した りするこ とに慣 れてお り,抵 抗感が ないため と

思 われ る。

この調査の結果か ら,生 徒 同士で英語 を聞 く ・話す活動 をで きるだけ毎 時間 に継続 的 に
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取 り入 れ るこ とによ り,生 徒 の コ ミュニケーシ ョンを積極的 に図ろ うとす る態度が育成で

きるもの と考え られる。

(21ス ピーチ

ア 選ん だ理 由

聞 く ・話 す場 と量 を増や すための手 段 と して次の理由 か らス ピーチを選ん だ。

① 「英語を 話 さなければ ならない機会 」を与 えることで,人 前で英語 を話 す ことに徐 々に

慣れ させ ることが で きる。
の 　

② 「自分の言 いたい ことを英語 を使 って伝え ようとす る態度 」を 育て,英 語を話す こ とへ

の意欲 づけ とする。

③聞 く側 として 「話 し手 の英語を理解 しよ うどす る態度 」を育成 し,話 し手 に対 して質問

した り意見を述 べた りす ることで聞 き手の話す場 も作 り出せ る。

④ テーマを身近 な ものにす ることで聞 き手 も興味 ・関心 を もって コ ミュニケーシ ・ン活動

が で きる。

イ 実 施方法

1日 に2人 の割 合で,Warm-upと して行 う。 話す側のみに指導の焦点を当 てるので は

な く,聞 く側への指導に も工夫を加 える。 そ こで,評 価 カー ドを使用す る ことに し,聞 き

手 の ポイ ン トを しぼ り易 くした。 そ して,例 文 などを示 しなが ら,内 容に対す る質問が で

きるよ うに指導す ることと した。 全部 で5～10分 でお さめ るよ うに した。

(ス ピーチ例 一MyTreasure)

he//oミ 〉ミw瞭

糠織 轍紙_

灘藩欝欝
N幅kNも"

(生 徒 同 士 のQ&Aの 例)

内 容 が 聞 き取 れ なか っ

た場 合 にY次 の よ う な

応 答 が しば しば 行 わ れ

た。

Q:Whendidyouget

it?

A:Aboutsevenyears

ago-

Q:Wheredidyou

receiveit?

A=Inmydouse・

一一14-一



夏休 みに 日記を書かせ,そ れを もとに 「夏休 みの思 い 出 」の ス ピーチを行わせる こと も

で きる。1

(ス ピーチの原案 とする 日記 の例)(生 徒用評価 カー ドの例)一
4.ト1鮪 」⊥ 」呼 _4…A'

TL。,,

srewxen

HEA員1髄GOARD

一
皿画　

笠鎧 土L_.

CLAtS
NAIAE

w闘 露圃

w闘 匡R巳

WHO

w隠 』」7

碗.

4唱

しOUO囲 ε3SOFTHEVOIC露;A8じ

RANK:YERYGOODCOOD.NOT50COOD

(教 師 と生 徒 とのQ&Aの 例)

TWheredidshego?-S1:Shewenttothelibrary・

T:Whowenttothelibrarywithher?S2SaoriandTerukodid-

T:Whatdidshedoafterlunch?S3:Shewenttothestoreand

boughtapairofshoes・

ウ 指 導 上 の 留 意 点

途 中 でや め る こ と な く,持 続 させ る こ とが 何 よ り大 切 で あ る。 そ して,聞 き手 全 員 に 聞

こ え る よ うな声 で ス ピー チを させ る よ うに指 導 す る こ とが 必 要 で あ る。 また,内 容 が 乏 し

か っ た り,発 音 が お か し くて も,一 生 懸 命 に 聞 くよ うな態 度 の 育成 を 心 が け なけ れ ば な ら

な い。

(3)ペ ア ・ワー ク

ア ね らい

① 習 った文 型 に 慣 れ させ,そ れ を使 う場 とす る。

② 生 徒 同 士 の 意 味 の あ る コ ミュニ ケ ー シ ・ンの場 とす る。

③ 英 語 に よ る 自己 表 現 の 場 と す る。

以 上 の ね らい を 持 って 実 践 を 行 う。

イ 指導 の手 順

授 業 の 中 で 効 果 的 に ペ ア ・ワー クを 活 用 す る ため に,ね らい 別 に3段 階 に分類 した。

第1段 階(導 入 時 用)一 新 出 事 項 を 使 って み る。 話 して み る こ とを 目的 と す る。

第2段 階(展 開 時 用)一 新 出事 項 を 多 く使 わせ,そ れ に 慣 れ させ る こ とを 目的 とす る。

第3段 階(授 業 の まと め用)一 新 出 事 項 を 使 って 自己表 現 を させ る こ とを 目的 とす る。
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ウ 指導上 の留意点

① 教師が 事前 にや り方を示 し,ペ ア ・ワー クが スム ーズに行 われ るよ うにす る。

② 日本語を 使 った り,省 略 を して しまった りす ることのないよ うに,ペ ア ・ワー クのね

らいを理解 させ るO

③ 生徒に とって身近 で,興 味深 い話題を取 り上げ,生 き生 き した コ ミュニケ ーシ,ン が

で きるように工夫 す る。

④ 速 さを競 うよ うな ものは,速 さだけに よ って勝 負が決 まらないよ うに工夫す 。

⑤ ね らい としてい る文型以外での 間違い は,厳 しく指摘 しないよ うにす る。

⑥ 生徒 のや る気 を評価 す るよう努め る。

以下,上 記の3段 階 におけ るペ ア ・ワークの例を示す。(不 定詞 を含 む表 現)

Pairwork(貫 モー&x1Cy列) P己irwor臥(イ く定誹隅≠容三司促」卸打去・鐸三二段階,唖}

a:Uoyouwant り

〔 コ
・ク1へ 折 る

A:Yes,ido,/No,Zdon'i _

:ao

A:Yes.

choices

ヨtudyE血Hlish

P工ay亡ennis

USA

drinkmilk

対 戦 表

1回 戦

2回 戦

3回 戦
_._1

4回 戦

5回 戦

{やり方)

あらか じめ全員にGhoiCeSの 中からYesと す るものを1つ 遊び、下の自分の答

えの欄に記入する.ゲ ーム中は折って見ないでやる.5人 に質問を して、Ye5な らO

を、Noな らxを 、対戦表に記録する.oの 多い人が勝 ちi.'faる。

外 へ 折 る

/1

二,

anewguilir

¥72000

一 一、

a

¥

tolEサi5ion

ssoou

-一 一一

蕊
ピ ゆ ヤ

⑨璽 鴇

aCDPIayer

Y3zOOO

adoll

¥Aooa

Youranswer;

1want

.__ ___L_

(やり方〕
まず、①に1--R9ま での中から好きな数を書く.全 員書き終わったらよその数にOOO
を封けさせる.そ うしてできた致が、各自の持うている金額とする.
雛問をしていって、s!zる 金樋を待っている入の名薗を豪に艶入しτいく.た だし、唱
ける生徒のYilMlt一度だけと'yaル ールを綾けるr購 入できる名前の表は4Ψ ス'ビ ンゴ
t:なうている.ビ ンゴの本融が多い方力く騒ちになる.
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Psirwork(鋸 二段階飼)

(やり方)

薗もって、横の列で各1っ 答 えを用意 して、下 の柵 に書 いて お く.

BinBoの7ス の内容 を質閏 して い叡 相手がYesと 答 えた場合口 〔}に

その人の名臼を書きま し轟う.何 本Bin60に な,た か、本数 の多 い人が励 ちです。

iQ&A}

Q:Doyouwant(like?to^?

A:Yes,Ido./No,Idon'e.

(ル ール)
・英文を省略 しな い

.
・自分 と相手 とが お互いに質閏 しあ うこと

.
・最初 は、1～5ま で順 に質悶 してい 巻、2回 目か らは臼由に猛悶 して よい.
・1人 に1問 ずつ質 問する こと.

x

2

3

4

5

Pairwork〔 第三霞陪図)

{rantしo開/liketo一 の ま とめ,

あ らか じめ{1}【2,`二 入れ る語 を … ・の 申か ら選び・決 め てお く・

た くさん の 人 と会 話 をして、[11(2)の 房 が 自分 と同 じ人 を ざが しあ てる・

そ の 人弦 が 多い人 が瀞 ち.{3,は ラ ッ キ_ワ_ド あ リ.

A=日ollo.1蟹entしo{1,7豊5terda7・1■ 墨nしed`2,・

theredid70uto?

B:1署eロLto11,(し 。。).1(also)ranted{2}・llike

(21・Doyoulikeit?

A,7。3.。 、。凹r5e./No.11ike{3hh・b・ ・t・

A,B:Seeyou.

the墨rk

theibr盈 σ

Bi`認

SeibuSしadiu鋤

opl

opl

ore

o5し

o.a

o・a

o■ 菖t

23

baseball2と 同 じ語

tennis

books

7・

6baseball

harockconcert

hAsericanfootball

3.研 究の成果 と課題

9月 よ り各研究 員が実証授業 を継続的 に行 った結果,生 徒 が どのよ うに変容 したのかを追

跡調査 した。調査方法 は,7月 に行 った ア ンケ ー トと同 じものを,11月 に第2分 科会 研究員

の担 当生徒(第2学 年 のみ)に 再度行 った。結果 は,「 聞 く」「話す 」ことについてよ り積

極的 な態度 を示す よ うに なった。例 えば7月 と11月 の数 値を比較 す ると,Q1ア

193%→23・0%イ58.7%→61・9%Q2ア494%→58.9%で あ った。 実証期

間は3か 月と短かか ったが,取 り組 みの成果 が表れて きてい る。

具体的 に は,ス ピーチやnア ・ワー クなどによ り,言 語使用頻度が高 まり,生 徒同士 の生

き生 きとした コ ミュニケ ーシ ョン活動 を作 り出す ことが で きた。特 に学 習の遅 れが ちな生徒

たちに積極 的 な活動 が見 られた。

今 後 の課題 と して,生 徒同士 の活動 は表 面的 には活発 であ るように見え るが,ま だ まだ教

師に コン トロール されてい る活動 が多か ったので,生 徒同士 が,よ り自主的 に言語 活動 を行

うことが で きる取 り組 みをす るべ きだ と考え る。例 えば,ペ ア ・ワー クで は,第3段 階 の 自

己表現活動を もっと充実 させ るべ きだ し,ス ピーチにおいては,ス ピーチの内容 について,

活発 な質問や感想 等が出 るよ うな活動 に して行 くことなどがあ げられ る。 そのため には,三

年間を見通 し,は っきりとした目標をかか げた計 画が不可欠 で ある。 また,生 徒 の実態 を よ

くと らえ,多 様 化 したニーズに応 えるための様 々な工夫 が必 要 であ り,生 徒を励 ます ために

一 っ一 つの活動 を適切 に評価 して い くこと も必要 であ る
。
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第5分 科 会

1研 究 の仮説 とね らい

第3分 科会 では,「AETと のTeamTeachi㎎ を授業 の中で効果的 に行 い,生 徒が 直接

外国 人 と英語で話す機会 を多 くすれ ば,コ ミュニケ ーシ ョンを積極的 に図 ろ うとす る態度を

育成す ることがで きるで あろ う。 」とい う仮説を立 て,研 究 を進 めた。

最近,急 速 にAETの 導入が進 み,生 徒 はNativeSpeakerを 肌 で感 じ,い わ ゆる 「生 き

た英 語 」に直接触 れ る機会が もて るよ うに なって きた。 まさにAETは,生 徒 にと つて最大

の学習環境 で あると言え る。 しか し,AETを 効果的 に生か したTeamTeachingを 行 う こ

とは難 し く,生 徒 は興味を もちなが らも,AETへ の対応 に 自ら積極 的 になれ ないのが現実

で あ る。

そ こで,私 た ちは上記 の仮 説を実 証す るために,授 業 の導入,展 開,ま とめ とい う指導過

程 に,AETと 直接英語 で接 す る機会 をで きるだけ多 く設定 した。 また,AETと の授業 を

通 し,コ ミュニケ ーシ ョン能 力を構成 す る4つ の要素の うち,DiscourseCompetenceと

StrategicCompetenceを 向上 させ ることが可能 であり,生 徒 の積極性 を さらに引 き出す

ことがで きると考 えた。

そ して,2学 期 に実 証授業 を行 い,AETと のTeamTeachingや ペア ・ワークを は じあ

とした コ ミュニケー シ ョン活動 のあり方 につい て も,研 究を 深め ることに した。

2研 究内容

(1)指 導例 ①NewHorizonEnglishCourse2Lesson5

EmiLikesToTakePictures

指導過程

過 時
学習事項 生徒の活動 JTEの 指導 AETの 指導 指導土の留意点

程 間

1.あ い さ つ 大きな声であい さ あい さつす る。 雰囲気作 りの

及び簡単な っをす る。 生徒と簡単な会 ため英語で挨

導 会話 AET及 びJTEと 質問に対する生 話を行 う。 拶 を し,簡 単

簡単な会話を行 う。徒の答えを板書 な日常生活に

す る。 関する問答か

ら学 習に入 るb

2.前 時の復習

(1)Choral 大 きな声で読 む。 AETとModel JTEとModel 大きな声を出

reading readingを す る。 readingを す る。 させ る。
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(21内 容確 認 ワークシー トを見て 前時の内容を確

確認 す る。 認 させ る。

入 10

分 (3)Chart 絵を見て,教 師の ASTと 机間指 JTEと 机間指

dril置 質 問に答え る。 導をす る。 導 をす る。

3.新 出単 語 教師の質問を聞い picturecard 絵を用いて簡単な 集 中 させ る。

て類推す る。 を生徒1ζ見せる。 英語で説明する。

展
4.Listening 項目を確認 しなが Listeing ①だれとだれ

Pointsの ら ノー トに メモす pointsを 提 示 の対話なの

提示 る 。 す る。 か。

(OHP) ② どこへ行 く

予定 なのか。

③何時にい く

の か。

④何をもつて

い くの か。

5.Mode1 ポイ ン トを押 さえ AETとModet JTEとMode1 二 回ゆ っ くり

Dialogue て しっか り聞 く。 Dialogueを 行 う。 Dial・gueを 行 う。 と読 む。

6.本 文 の内 質問 に答え る。 AETの 言う文に TorFの 判断 を

容理解 対 し,TorFを 行 生徒 に促す。

う。

7.新 出単語 大 きな声 で言 う。 フ ラ ッ シ ュ カ ー ド フラッシ ュカー ド 音声に集中さ

の発音 を生徒に見せる。 の単語を発見する。せ る。

8,ChOfal 大 きな声で読 む。 生徒 と一緒に音 音読 す る。 大 きな声を出

reading 読す る。 させ る。

9.基 本文 の 教師の説明を聞い 基本文を英語で 集 中 させ る。

説 明(be て類 推す る。 説明す る。

goingto^一)

開 10.言 語活動 な るべ くた くさん デームに参加する, デームに参加する。 日本語を使わ

(Dialogue の友人から情報を デーム終了後, せ ない。

35
game) 集め る。 生徒の点数を確

分 認 す る。

11本 時の確認 文法内容の確認を 本時の内容につ
ま

す る。 いて簡単 にまと
と
5 本文の内容をワーク め る。

め
分 シー トに まとめ る。

研 究 主 題 との 関連

コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 の 中 のDiscourseCompetence,StrategicCompetenceの 一 つ

の要 素 を 養 うた め に,言 語 活動 の形 態 を 工 夫 して,生 徒 が 直接AETと 英 語 で 接 す る機 会 を

多 くし た。 本 時 で は,指 導 過 程 の2,5,9,10に 設 定 した。
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指導 例 ②NewCrownEnglishSeries2

指 導 過 程

Lesson7Naise

過
1

時
「

学習事項 生徒の活動 JTEの 指導 AETの 指導 指導上の留意点
程 間

1.あ い さ つ と 大 きな声であいさつ あい さつす る。 授業開始の意識を
簡単な会話 を す る。 質問に対する生徒の 簡単 な質問をす る。 明確にす る。 明 る

導 AETの 質問 に答え 答 えを板書 する。 (曜 日・月 日・天 気) い雰囲気 を作 る。

る。

2.ス キ ・ン ト ペ アで既 習の英 語を 会話を録音 する。 スキッ トの評価を生 ス キ ノ トに 対 して

(評価表を使用 使 って会 話す る。 必要事項を記入する 徒に聞 く。 は拍手を させ る。

す る。) 他の生徒は評価表に ことを指示 する。 ス キ ッ トに 嬰 す る コ 評価に対 しては挙

評価 を記入す る。 メ ン トを 与 え る。 手 させ る。

3.ビ ン ゴ デ ー ム あ らか じめ各 自で記 一一番早 く出来 た生徒 単語を読み上げ る。 BINGO(完 成)

入 10 (冊 子を使用す 入 した冊子を使 う。 に シ ールを 与 え る。 QNELE町(あ と

分 る。) 対戦表に勝敗を記入 iつ)の 声を出さ

す る。
、

せ る。

4.前時の復習

1)新 出単語 の AETの 後に続 いて フ ラ ッシ ュ カ ー ドを フ ラッ シ ュ カ ー ドの 大 きな声で,3回

展 復習 発音す る。 生徒 に見せ る。 単語を発音す る。 ずつ発音 させ る。

2)本 文の音読 ・AETの 後 に続 い 生徒 と同 じ作業を し ・教科書を音読す る ・大 きな声で読 ま

Readand且ook て教科書を音読す ながら,生 徒 の音読 'Readand塵Ook叩
せ る。

up る 。 の状態を 見る。 の指示を1行 ごと ・教科書を見 ない

・1行 ずつ教科 書を に 行 う。
一

で言わせ る。

黙読後,教 科 書を

見 ないで言 う。

3)基 本文型 の ・ペ ア ワ ー クで 練 習 デー ム シ ー トを 使 っ 生徒 と会話す る。 r一 ムの仕方を理
練習 を 行 う。 て練習の仕方を教え 解 させ る。

開 る。

O i2 4)ダ イ ア ロー デームを通 して基本 デー ム に参 加 す る。 Y一 ムに 参 加 す る。 多 くの人 との会 話

分 ク ナ ー ム 文型を数多 く言 う。 デーム終了後,生 徒 を心がけ させ る。

の点数 を確認す る。

5.本時の単元

1)基 本文型 の JTEとAETと の AETと 会話す る。 JTEと 会話す る。 聞 くことに集中さ

展 提示 会話を聞いて,そ の せ る。

W田yOロ ー? 意味を考え る。 新出の基本文型を
Shallwe(1}一? OHPで 確認す る。

2)基 本文型 の ・ワ ー ク ソ ー トを 使 ・ ワー クシ ー トの配 基本文型の意味内
練習 用 した ペ ア ワー ク 布 と説明を行 う。 容 を理解 させ る。

・AET
,JTEと ・生徒 と会話す る。 生徒 と会話す るO 積極的に会話させ

の会話を行 うn る。

3)Listening Listeningpoints Listeningpoints JTEと のModel 聞 くこ とに集 中さ
を確認 して聞 く。 を提示する。(OHP) Dialogueを 行 う。 せ る。

AETと のModel ① 誰と誰の会話
Dialogueを 行 う。 ② 場 所はどこか

③ 会話を妨げる
4)本 文内容の AETの 言 う文に対 TorFの 判断を生 本文の内容に関す る ものは何 か

開 確認 し,TorFを 行 う。 徒 に促す。 文 を3つ 言 う。 TorFの ど ち ら

23 TrueorFa且se か 挙手 させ る。

0 分
5)Reading JTEとAETの 後 生徒 と一 緒 に音読 す 音読す る。 大 きな声で感情を

に続 いて読 む。 る 。 こめて読 ませる。

6.本時の確認 文法内容の確認をす M町 レリ?比 左記の内容 について 3つ の文の違 いを
ま

る 。 Willyou‐? JTEと 会 話す る。 理解 させる。
と Shal1冊 ① 一?較

め 5 7宿 題 ワ ー ク シ ー トを や っ ・ OHPで 確認 する。 本文 の概要をまと

分 て く る。 本文を理解 させ る。 め さ せ る。

研究主題 との関連 として,指 導例① で示 した コ ミュニケーシ ・ン能 力の中の2つ の要素を

養 うために,本 時ではs指 導過程 の43)4),51)2)に 設定 した。
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② 指導上 の留意点

ア 導入時 には,AETと の コミュニケー シ ョンが気楽 に とれ る明 るい雰 囲気作 りに心 がけ

て い く。 たとえば,簡 単 な会話 では,曜 日 ・月 日 ・天候 などの内容 に留め る。

イSkitに ついて は自己表現力を付 け させ ると同時に,人 前 で英語を使 うことに慣れ させ

る ことを 目標 としてい る。 また,Skitを 評価 す るため には,そ のSkitを よ く聞 いて理

解 しなけれ ばな らない。更 に,AETが そのSkitに 与 え る コメン トを聞 き取 る作業 も含

め て 「聞 く」力を付 け させ ることに心 がけてい る。

ウ 授業 の リズムを作 る上 で,ビ ンゴデー ムでは,AETに 単語を素速 く読 み あげて もらう。

エChartDr川 では,ク ラスを2つ に分 け,AET及 びJTEで 個 々の生徒 にQ&Aを

行 う。生徒 はPicturesを 見て質問 に答え る。 この練 習で基本 文型 の定 着を図 るとと もに

AETと 英語 で話す ことに対す る抵抗 感を少 な くす ることがで きる。

Chart4LESSON5●

1 Midori they Ken

(NewHorizonEnglishCourse2よ り)

〔例 〕①AET:WhatdoesMidoriwanttodo?

Student=ShewantstowatchTV.

②Student:WhatdoesMidoriwanttodo?

AET:ShewantstowatchTV.

オ 基 本 文 に つい て は,ダ イ ア ロ ー グ デ ー ムを取 り入 れ,AET,JTEも 参 加 しなが ら,

数 多 くの 相手 と会 話 し,身 に つ け る。 得 点 形 式 を 取 り入 れ ゲ ー ム性 を高 め る こ とで,英 語

を楽 し く学 ぷ雰 囲気 を作 る。

カListeningPointsに つ い て は,Sectionの 指 導 に お い てJTEが 本 文 の 内容 に 関 わ

る複 数 のListeningPointsをOHPを 使 って提 示 す る。 生 徒 は そ れ らを 意 識 しなが ら,

AETの 音 読 又 はAETとJTEのModelDialogueを 聞 く。

キJTEとAETの や り と りを 聞 い た り,デ ー ムや 会 話 を 通 して 直接AETと 触 れ 合 う中

で,会 話 が と ぎれ た時 の つ な ぎ方 や 場 面 に応 じた表 現 が学 べ るよ う配 慮 す る と と も に,教

師 は 常 に それ を 意 識 しなが ら授 業 を 進 め て い くことが 大 切 で あ る。
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(3)資 料

アSkitの 評価票(指 導例 ②)

1〃IPT

DATE:

NAME:

C(EVALUATIONa)

①MEMORIZATION〔 紀 憶)AB

②LOUDVESS(声 の大きさ}A

㊥ACTION&EMOTIou〔 動作、感情)A

④EYECONTACT(粗 手の目を見ているか)AB

イDialogueGame(指 導 例 ①)

DIAしOGUE

A:Wh⑦tare

B二Im

you9° 巳「ヨto

GAM匠
腿

dortomorrow?

90m3

5。lng

gOln3

9。lng

t。 』elp揃y厭her

towotcトTV

todo憎y』01mewoレk

toヨotoKamalくurp

くMソpor曲eγ 》

Im.

<Pbint>
書23456789JO

ウStrategicCompetenceを 意識 したペ ア ・ワー ク

『o認 κ8π 亙 』穿7

1)A

B

J
◎p帥 覇ei..

ー

③

UOy

Lh

馬

9

e

・1
Y
r
-4

11

邑

A

e

-

S

2

r11

ε

o

r

c

U
ハー

S

O

②

11・lW

0
⑳
ア

wash,十heごor
{

W

(指 導例 ②)

(NewHorizon

EnglishCourse

1,2,3よ り)
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工 本 文 内容 のComprehensionCheckと も て の ワー クシ ー ト(指 導 例 ②)

,,冒 冒 躍o盛 ～κ8冴 』穿亙d一

L

2

鼠

4

ラ

Le7-4

WHO

WHAT
t
rYHERL

WH1N 帽

OUTLINE

Class No dame
一〒一 一 一一

3.成 果 と改善 点

(1)成 果

ア 導入部 におけ るAETと の簡単 な会 話や,BingoGameを 通 し,明 るい雰 囲気の中で

授 業を始 め ることがで きた。

イSkitやDialogueGameな どのペア ・ワー クを授業 の中に位置 づけ ることでs生 徒同

士 の生 き生 きとした会 話量が増 え,教 科 書内容か ら一 歩踏 み出 した実 践的 な会話練習 にま

で広 げ られ るよ うに なった。

ウAETと のPictureCardsを 使 っての会 話は,日 頃英 語の発 話が少 ない生徒 に も会話

をす るチ ャ ンスが生 まれ,コ ミュニケーシ ョンを す る喜びを感 じさせ るこ とがで きた。

エSectionの 指導過程 において,ListeningPointsの 提 示 は集中 して聞 く姿勢 を養

うのに効果的 で あった。

オTeamTeachingのModelPatternを 確立 す ることで,授 業設計 の中 に様 々な

situationに 応 じたAETとJTEの 共同作業 が位置 づけ られた。

(21改 善点

アGameやAETと の会話を通 して,自 然な会話 をす ること,ま た,StrategicCompe-

tence,DiscourseCompetenceの 向上 を図 る指導 を試 み たが,ま だ実践 に取 り組 んで間

もないので十分 な成果 は得 てい ない。 さらに研究を積 み重 ねる必要 があ る。

イ 教師同士 のア イデ アで さらに有効 なGameを 開発 してい く必要が ある。

ウAETと の打 ち合 わせ の時間を十分 に確保 す ることが,効 果的 なTeamTeachingを 行

うのに大切 であ る。
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IVま と め と 今 後 の 課 題

本研究 は,コ ミュニケ ーシ ・ン能力を育成す る上 で,そ れ とは切 り離 して考 え ることので

きない生徒 の コ ミュニケ ーシ ョンに対す る意欲 や態 度に焦点を当 てた ものであ る。私 たちは

三 っの分科会 に分 かれ,そ れぞれ仮 説を立 てて研究 を進め た。

第1分 科会 では,「 聞 くこと」 「話 す こと 」「読 む こと 」「書 くこと 」の4領 域それぞれ

に疑似 コ ミュニケーシ ョンを取 り入れた言語活動 を考えた。 そ して,そ れ らを取 り入 れ るこ

とで,生 徒が英語を使わ なけれ ばな らない場 面 を普段の授業 の中で多 く設定 した。 その結果,

授業 がお もしろい と感 じる生徒が増 えて授業 が活気 づ くと同時に,生 徒 は主体的 な活動を通

して,英 語 を コ ミュニケ ーシ ョンの手段 として とらえ るよ うに なつて きた。

第2分 科 会 では,生 徒 と教師 にア ンケー ト調査 を実 施 し,生 徒間 での 「聞 く 」「話 す 」活

動 の場 と量 と コ ミュニケ ーシ ョンへの積極的 な態度 との間に強 い相 関性 を見 いだ した。 そこ

で,生 徒同士の こう した活動 の場 と量 を増やす手 だて と して,ス ピーチとペア ・ワー クを取

り上 げて研究 を進 めた。 授業 の初 めにス ピーチを行 うことで,そ の後 の 「聞 く」「話 す 」活

動 を活発化 させ る雰 囲気作 りが で きた。 また,ね らい別 の3段 階の ペア ・ワークを通 して,

生徒 の言語使用の頻度が高 ま り,意 欲 的,か つ活発 な活動 が で きるよ うにな った。

第3分 科会 は,TeamTeachingの 中で生徒が 直接AETと 英語 で接す る機会 を いかに多

く作 り出 してい くのかを,授 業の導入,展 開,ま とめ に分 けて工夫 を試み ると同時に,指 導

手 順の モデル作 りに も取 り組ん だ。生徒 は 自分 の英語 がAETに 通 じたとい う喜 びや成就感

を体 験で きたことで,普 段の授業 でも意欲的 な取 り組 みが見 られ るよ うに なった。 また,話

す ことばか りで な く聞 くことの重要性 が分か り,集 中 して聞 くよ うに なった。

この研究 を通 じて私 た ちは,教 師の創意工夫で生徒 の コ ミュニケーシ ョンを積 極的 に図 ろ

うとす る態度 を十分 育成す る ことが で きると実感で きた。 これ まで 音読 にで さえ消極的で抵

抗感 を抱 いていた生徒 の多 くが,デ ーム,ペ ア ・ワー ク,ス ピーチ など様 々な活動 の中で,

楽 しみなが ら主体的 に英 話を話すよ うに なって きた。教師 もこうした生徒 の変容 を 目の当 た

りに して,楽 しみ なが ら教材研究 を し,生 徒 と授業を創 り出す ことがで きるよ うにな った。

い ろい ろな成果 を得 た本研究 で はあ るが,今 後の課題 も残 されてい る。本年度 の研究 は,

聞 くこと,話 す ことを中心 に取 り組ん だ。 しか し,コ ミュニケー シ ョン能 力 とい うのは4領

域全 てにわ たるものであ るので,今 後,4領 域相 互の バ ランスを いかに とってい くかを考え

ていか なければな らない。 また,評 価 に ついては研究 が不十分 であ ると言 わ ざるを得 ない。

これか らは こうした課題 に も,各 自取 り組 んでい きたい。
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